
高橋一生さんコメント

再度お声掛けをいただいたこと、本当に嬉しく思いました。タイト
ルに「走る」と入っているので今回もある程度の運動量を覚悟しつつ、
濃密な身体表現を求めていただけるのは野田さんの舞台の醍醐味な
ので楽しみにしています。野田さんとの創作は、まるで劇団時代を
思い出す様です。作品と対話を重ねていく過程も幸福な時間なので、
重ねて楽しみにしています。

松たか子さんコメント

野田さんが新作をまた書く、そしてそこに声をかけてもらえて光
栄です。こんなスペシャルな役者さんのなかでお芝居ができるの
は最後なのかなと思うほど。心して臨みます。みなさんの目の前に、
きっと大きな衝撃を持ったお芝居として現れると思うので、ぜひ
劇場にいらしてください。

多部未華子さんコメント

野田さんに初めてお会いしてからずっと、“いつかあの舞台に自分
も立てたら良いな”と思っていました。ワークショップに参加して、
誰が正しいでも間違っているわけでもない、みんなでひとつの事
を考えるということが私にとって贅沢な経験でした。有意義な時
間を過ごせたと思っていただけるような舞台を創っていきます。


